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第
三
項
の
地
域
に
所
在
す
る
ひ
ま
わ
り
第
二
種
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
旧
ひ
ま
わ
り
基
金
規
則
附
則
第
三
項
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
地
域
に
所
在
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
種
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
地
域
が
第

一
種
弁
護
士
過
疎
地
域
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で

削
除

第
八
条
中
「
ひ
ま
わ
り
基
金
設
置
要
綱
第
六
項
及
び
ひ
ま
わ
り
基
金
規
則
第
六
条
第
一
項
」
を
「
過
疎
・
偏
在
対
策

事
業
規
則
第
三
章
」
に
、「「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」」を
「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
、
ひ
ま
わ
り
基
金
規
則
第
六
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
削
る
。

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
第
十
七
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
は
、
特
例

公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
第
十
五
条
（
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
第
五
項
第
五
号
を
除
く
。）及
び
第
二
十
二
条
第

八
項
の
規
定
は
、
特
例
公
設
事
務
所
弁
護
士
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
第
十
六
条
（
第
一
項
第
一
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
特
例
公
設
事
務
所
弁
護
士
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
例
公
設
事
務
所
に
お
け
る
援
助
金
の
支
出
等
）

第
十
五
条

過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
第
三
章
第
五
節
、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
そ
の
性
質
に

反
し
な
い
限
り
、
特
例
公
設
事
務
所
及
び
特
例
公
設
事
務
所
弁
護
士
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
過
疎
・
偏
在

対
策
事
業
規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
運
営
費
援

助
金
の
一
年
当
た
り
の
金
額
を
千
五
百
万
円
ま
で
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
第
七
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
特
例
公
設
事
務
所
は
公
設
事
務
所
と
、

特
例
公
設
事
務
所
弁
護
士
は
公
設
事
務
所
弁
護
士
と
、
特
例
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
は
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会

と
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
。

第
十
六
条
中
「
ひ
ま
わ
り
基
金
規
則
」
を
「
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を「（
災
害
復
興
支
援
基
金
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
）」に
改
め
、
同
条
中
「
ひ
ま
わ
り
基
金
設

置
要
綱
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
「
年
度
ご
と
に
又
は
随
時
に
、
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規
則
第
七
十
四
条

第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
」
に
、「「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」」を
「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」
に
、「
繰
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
」
を
「
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

１

題
名
、
目
次
、
第
一
条
、
第
二
章
の
章
名
、
第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
条
第
三
項
（
新
設
）、
第
十
一
条

第
四
項
（
新
設
）、
第
十
二
条
第
三
項
（
新
設
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十

五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
係
る
援
助
金
の
申
請
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
四
年
度
に
係
る
援

助
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
前
項
に
規
定
す
る
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。）以
後
に
行
わ
れ
る
援
助
金
の
給
付
は
、
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
か
ら
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
過
疎
・
偏
在

対
策
事
業
規
則
第
五
条
の
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
費
に
対
す
る
援
助
金
と
み
な
す
。

３

改
正
後
の
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
免
除
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

改
正
後
の
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
改
正
前
の
第
五
条
か
ら

第
七
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
貸
付
け
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
貸
付
け
が
施
行

日
以
後
に
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
か
ら
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
規

則
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
第
一
項
の
貸
付
け
と
み
な
す
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
養
成
及
び
援
助
に
関
す
る
規
則
全

部
改
正
公
告

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
養
成
及
び
援
助
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
二
十
七
号
）
の
全

部
を
左
の
通
り
制
定
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
七
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
養
成
及
び
援
助
に
関
す
る
規
則

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
養
成
及
び
援
助
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
二
十
七
号
）
の
全

部
を
改
正
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
事
務
所
等
の
登
録
（
第
三
条
e

第
六
条
）

第
三
章

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
費
用
援
助
（
第
七
条
e

第
十
条
）

第
四
章

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
事
務
所
拡
張
費
用
援
助
（
第
十
一
条
e

第
十
四
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
十
五
条
e

第
十
七
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）の
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士

（
以
下
「
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
」
と
い
う
。）に
就
任
す
る
こ
と
を
目
指
す
次
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
ス
タ
ッ
フ
弁

護
士
候
補
者
」
と
い
う
。）及
び
支
援
セ
ン
タ
ー
の
養
成
課
程
に
あ
る
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
（
以
下
「
養
成
課
程
ス

タ
ッ
フ
弁
護
士
」
と
い
う
。）並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
養
成
を
行
う
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
（
以
下
「
ス
タ
ッ
フ
弁

護
士
養
成
弁
護
士
」
と
い
う
。）に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
て
弁
護
士
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
修
習
を
終
え
て
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
も

の
二

裁
判
官
若
し
く
は
検
察
官
で
あ
っ
た
者
又
は
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
五
条
若
し
く

は
第
六
条
に
規
定
す
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
初
め
て
弁
護
士
名
簿
に
登
録
（
判
事
補
及

び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
の
弁
護
士
登

録
を
除
く
。）さ
れ
て
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
も
の

三

国
選
弁
護
事
件
、
国
選
付
添
事
件
、
法
律
援
助
事
件
、
民
事
法
律
扶
助
事
件
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
る
事
件
を

受
任
し
て
弁
護
士
の
職
務
を
行
う
こ
と
（
以
下
「
公
益
的
活
動
」
と
い
う
。）等
に
つ
い
て
経
験
が
乏
し
い
と
認
め

ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
会
長
が
特
に
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
と
な
る
た
め
に
必
要
な
公
益
的
活
動
に
係
る
実
務
経

験
等
に
つ
い
て
養
成
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の

（
支
援
事
業
）

第
二
条

本
会
は
、
こ
の
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
の
支
援
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
。

一

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
費
用
援
助

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
弁
護
士
が
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
候
補
者
を
雇
用
し
て

養
成
す
る
場
合
に
お
い
て
、
養
成
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
た
め
の
、
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
費
用
援

助
金
の
給
付

二

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
事
務
所
拡
張
費
用
援
助

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
候
補
者
の
雇
用
又
は
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

協
定
に
基
づ
く
養
成
課
程
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
採
用
（
賃
金
の
支
給
又
は
所
得
の
保
障
を
し
な
い
で
事
務
所
を
共

に
す
る
こ
と
（
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
弁
護
士
が
弁
護
士
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
使
用
人
で
あ
る
弁
護

士
と
す
る
と
き
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
当
た
り
必
要
と
な
る
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
弁
護
士
の
法
律

事
務
所
（
以
下
「
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
事
務
所
」
と
い
う
。）の
施
設
の
改
装
、
拡
張
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
援
助
す
る
た
め
の
、
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
養
成
事
務
所
拡
張
費
用
援
助
金
の
給
付

三

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
援
助

ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
候
補
者
、
養
成
課
程
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
等
に
対
す
る
研
修
の
実
施

そ
の
他
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
に
関
す
る
支
援
活
動

２

こ
の
規
則
で
定
め
る
援
助
金
の
給
付
は
、
経
理
委
員
会
の
議
を
経
て
行
う
。
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